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子ども一人一人が運動の本質的なおもしろさに触れ， 

主体的に学ぶ授業づくり 
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１．研究の目的 

子ども一人一人に生きる力を育成するために，個に応じた指導がより一層重視される中

で，筆者は，子どもたちが「自分にとっての最適解」を見つけ出すことやその過程での試

行錯誤が重要だとして授業づくりに取り組んできた。 

体育の運動領域の学習では，個々の運動経験や技能の程度に関わらず，子どもたちが「運

動のおもしろさ」を味わいながら，自己の課題や自分なりの楽しみ方を見付け，主体的に

学ぶ姿が見られる。筆者は，そうした子どもの学びの一層の充実を図るうえで，子どもが

「運動のおもしろさ」に触れることが不可欠であると考え，子ども一人一人が「運動のお

もしろさ」に触れ，味わうことのできる体育授業を目指している。しかし，「おもしろさ」

を強調するあまり「おもしろそうにしている子ども」に満足してしまい，それぞれの運動

が有する特性や魅力に触れた体育としての学びは成立しているのか，その学びの質につい

て迷いが生じている。 

佐藤（2015）は，質の高い学びが成立する要件の一つに教科の本質に即した学びである，

真正の学びを挙げ，「体育科の学びの〈真正性〉は，スポーツの文化的意味と運動の文化的

意味（身体技法）にある」としている。身体技法は，それぞれの運動が有する特性や魅力

に触れることにより獲得するものであることから，子どもはその身体技法を，それぞれの

運動が有する特性や魅力に触れ，自己の運動の仕方について試行錯誤を繰り返すことで獲

得していくのであり，筆者の求める「自分にとっての最適解」や「自分なりの楽しみ方」

は，そうした体育の本質に即した学びの中で子ども一人一人が見付けるものである。 

そこで筆者は，子どもが味わう「運動のおもしろさ」について，それぞれの運動が有す

る特性や魅力を手掛かりに「本質的なおもしろさ」として捉え直す必要があると考えた。 

本研究では，体育の運動領域における子どもの主体的な学びの充実のために，運動の本質

的なおもしろさとは何かを追究し，子ども一人一人がそのおもしろさに触れ，味わうこと

のできる学習内容や学習活動，学習指導を検討することを目的とした。 

２．研究の方法 

それぞれの運動が有する特性や魅力などを手掛かりに，運動の本質的なおもしろさを捉

え直し，本質的なおもしろさに触れることのできる学習内容や学習活動，学習指導を検討

する。そうした学習における子どもの学びについて主体的な学び（課題解決に向け，自ら
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粘り強く取り組む姿，試行錯誤を繰り返す中で課題を修正したり新たな課題を設定したり

する姿）を観点として，現在小学校教諭である自身の授業実践から考察する。 

３．実践研究の具体と考察 

3.1 「昨日の自分達を超えられるかな」 走・跳の運動 リレー ４年生 2021 年５月 

(1) 子どもと味わいたい「リレー」の本質的なおもしろさと単元の概要

これまで，バトンの渡し方をリレーの学習における主な課題としていたが，「スピード

を繋ぐ」ことがリレーの本質的なおもしろさであると捉え直し，授業を行った。バトンの

渡し手と受け手がそれぞれ最高スピードで走っている時にバトンパスをし，タイムロスを

減らすことがリレーの本質的なおもしろさであり解決すべき課題となる。 

(2) 子どもの姿

単元前半は 20m のテイクオーバーゾーン内でバトンパスを成功させることが各班の課題

となった。リードのスピードが上がるとテイクオーバーゾーンから出てしまう児童が出た。

解決策として，リードのスピードを遅くするという案が出されたが，「遅く走ってタイムは

縮まるの」と問うと，リードの開始位置に視点が向いた。 

 A 児は，リードの開始位置を地面に書き込み，前走者がどこまできたら走り始めるか，

自分がどこから走り始めるかを視覚的に捉えられるようにすることで，より速いスピード

で走りながらバトンパスをするために試行錯誤できると考え，探った。「この辺じゃない？」

「え，もっと前だと思う。」「やってみて考えようよ。」そんなやりとりを繰り返しながら追

究が進み，単元最終時，A児の班は基準のタイムから約４秒を縮めることができた。単元

のまとめで，A 児の班は，まとめに「リードをしたらタイムがちぢまって，最初の自分た

ちの記録に勝てた。目印をつけたことで，どこでリードすればいいのか分かって，目印を

見て走り出すことができた。」と記述し，「最高スピードで走っている時にバトンパスでき

た？」と問うと，全員が「うん」と大きく頷いた。 

(3) 考察

本単元で，「スピードを繋ぐ」ことがおもしろいと感じながら学習した児童はいないだ

ろう。しかし，記録を更新するためには，最高スピードでバトンパスを行う必要があった。

子どもたちは，リードの開始位置について試行錯誤し，スピードを繋ぐリレーの本質的な

おもしろさに触れていたと言えるだろう。単元中盤，バトンの渡し方からテイクオーバー

ゾーンの使い方へ課題を設定し直して追究を深め，主体的に学習に取り組んでいった。 

3.2 水泳「（自分なりの方法で，）たどり着けるかな」水泳運動 ４年生 2021 年７月 

(1) 子どもと味わいたい「水泳運動」の本質的なおもしろさと単元の概要

これまで筆者は，子どもたちと水泳のおもしろさが何であるかを明確に共有できずに授

業を行っていたが，泳法の習得を目指すのではなく，水泳の起源から「辿り着くために水

の中を進む」ことが水泳の本質的なおもしろさであると捉え，単元を構想した。 

もぐる・浮く運動では，「自分が思ったように」浮いたりもぐったりすることを，浮い
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て進む運動では，水泳の本質的なおもしろさであろう「水の中で浮いて進み，辿り着く」

ため，「自分なりの泳ぎ方で進む」ことを追究できるようにした。 

(2) 子どもの姿 

息を吸い込み，体の力を抜くと自然と浮く。しかし，体に力が入る児童は，顔に水がか

かり焦る。すると余計に体に力が入り，沈む。バディに腰を支えてもらい，浮いている時

の体勢や感覚を味わおうとしているバディを認めると，あちこちで腰を持ってもらい浮い

ている感じを試す姿が見られた。「あ，なるほどね！」「…え，やっぱりわかんない。もう

一回やって。」子どもたちは，自分の身体感覚と対話しながら追究した。 

「もぐる」ことについては，息を吐けば沈むことを知っていた子どもたちは勝手に沈んで

いく自分を楽しんでいた。もぐるためにジャンプをして勢いをつけるといいと言う児童の

考えを共有すると，それまでプールの底に着けることができなかった体の部位を着けるこ

とができた児童が増え，友だちの解決方法を基に試行錯誤が繰り返された。 

「辿り着く」ために多くの子どもたちが課題としたのは，息継ぎと呼吸であった。B児は，

クロールのような動きで水の中を進むことができる。しかし，息を吸おうと顔を上げると

立ってしまう。そこで，B 児は，クロールで進み，呼吸をするときは犬かきのように腕を

動かすという自分なりの方法で辿り着く方法を見つけた。 

(3) 考察 

水泳の本質的なおもしろさは，「水の中を進み，辿り着く」ことである。小学校中学年

では，近代泳法を必ずしも扱う必要がない。高学年から始まる泳法学習に向けて，「水の

中に安心していること」「水の中で脱力すること」が主に習得されるべき身体技法であろ

う。一見，簡単すぎるように見え，他の実践と比べると本単元は異質に見えるが，「水の

中を進み，辿り着く」ためには必要な技能と言えるのではないだろうか。子どもたちは，

陸上では味わうことのできない水中での身体感覚を楽しみながら，辿り着くために浮いた

り潜ったりすることを楽しみながら技能を高めていった。 

3.3「『ピタッ』と着地できるかな」器械運動 跳び箱運動 ４年生 2021 年 10 月 

(1) 子どもと味わいたい「跳び箱運動」の本質的なおもしろさと単元の概要 

「どれだけ高い段数の跳び箱を跳び越すことができたか」これが跳び箱において子どもた

ちの課題となることが多かった。そこで，跳び箱運動は跳馬から派生した種目であり，跳

馬の得点のつけ方から，「第２空中局面の工夫と着地の正確さ」が跳び箱運動において子ど

もたちが味わうべきおもしろさであると捉え直した。「ピタッ」と着地した瞬間の快感を子

どもたちと味わいたいと考え，開脚跳びで「ピタッ」と着地するための跳び方の追究を皮

切りに，発展技でも「ピタッ」と着地することを目指して単元を構想した。 

(2) 子どもの姿 

 子どもたちは，「ピタッ」と着地するために，まず助走スピードに目を付けた。跳び越そ

うと思い切り走っていくと，勢いが余り「ピタッ」と着地できない。そこで，段数に合っ

た助走スピードがあり，コントロールすることで「ピタッ」と着地することに繋がること
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が共有された。次に子どもたちは着手の位置に着目し，跳び箱の奥に着手すると跳び越し

やすく，「ピタッ」と着地できることがわかった。しかし，跳び箱から直線的に着地するた

め，勢いが余り力づくで静止しようとする児童が目立った。そこで，子どもたちが着手し

たい位置に滑り止めシート（お邪魔むシート）を置き，着手の位置を手前にせざるをえな

い場を課した。思ったところに着手できなくなった子どもたちは，助走スピードを上げ，

着手後に「フワッ」と放物線を描いて着地するようになった。 

 お邪魔むシートの出現で跳び越すことのできない児童も出た。運動の様子を観察したが，

動作が一瞬なので観察が難しく，動画から静止画として着手時の体勢を切り出して提示す

ると，腰を上げることの重要性が共有された。更に数人の児童に「フワッ」という感じが

見取れるようになり，無理な力を入れずに「ピタッ」と着地できる児童が増えた。 

C 児は，抱え込み跳びに挑戦した際，跳び越すことはできるが，第２空中局面で脚が斜

めに傾いた状態になることを課題とした。どんな形であれ跳び越すことができ，着地が「ピ

タッ」と決まれば満足してしまう児童が多い中，出来栄えについても課題を見出し追究し

続ける姿が見られた。正に，跳び箱運動の本質的なおもしろさ（第２空中局面の工夫）に

触れている姿といえるのではないだろうか。 

(3) 考察

「ピタッ」と着地することは，子どもにとってわかりやすい課題であったが，着地を決め

るためには，助走から第１空中局面を経て踏み切り，着手後の第２空中局面までが正しく

行えることが重要である。力づくで着地する子どもが減ったのは，着地に向けた場面でポ

イントとなることを連続図に書き込み共有したことで友だちが見つけたポイントを試した

り自分なりの解決策を見つけようとしたりするなど，思考を伴った試行錯誤が行われた結

果であり，子どもたちが，跳び箱の本質的なおもしろさに触れるために技能を獲得してい

った結果と言えるだろう。  

４．今後の実践に向けての課題 

・体育の本質は，先人たちが見出してきた技能の獲得であろう。運動の本質的なおもしろ

さを感じるための技能もあれば，運動の本質的なおもしろさを味わい取り組む中で獲得

できる技能もあるように感じる。両方のアプローチで授業を構想し，子どもたちが主体

的に取り組める授業づくりを行いたい。

・教材研究が不十分で，獲得すべき技能のポイントがずれることがあった。授業を行いな

がら子どもの実態や願いに合わせて柔軟に対応し，教師も共に学ぶことができるように

したい。
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